
岡崎市の帰国・外国人児童生徒教育の概要

背景・目的

• 国際化の進展等に伴い、本市の公立小中学校にお
ける日本語指導が必要な児童生徒数は、この10
年で約2.8倍となっている。

• 母語や文化的背景などの多様化が進んでいるほか、
集住化や散在化も進んでいる。

• 日本語教育が必要な児童生徒が、日本語で学校生
活を送り、学習に取り組めるようになるための、
日本語教育や生活適応相談を充実させる。

日本語能力に応じた支援体制

岡崎市の小中学校に
通いたい！
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日本語指導が必要な児童生徒数

令和５年度は、入国者
数の増加に伴い、各校
への転入児童生徒数
が増加傾向にあった。

18

27

7

18

2

4

1

0

10

20

30

40

50

H23 R6

日本語教育が必要な児童生徒の
在籍人数別の校数

50人以上

40～49人

30～39人

20～29人

10～19人

1～9人

全体的な増加に加え、
40～49人が２校、50

人以上が１校と、１校
に占める割合が多い
学校も増加傾向。

• 学校生活に最低限必要な日本語、学校生活のきまり、生活習慣
や日常会話などを、一定期間（約3か月）集中的に学習する。

• 対象学年は、小学4年生から中学3年生まで。
• 小学生クラス（令和2年度開設）と中学生クラス（令和元年度
開設）がある。

• 週4日（月～木）通所し、金曜日は在籍校に登校する。
• 室長1名、副室長1名、指導員2名、日本語教育講師4名（ポル
トガル語2名、中国語1名、フィリピノ語1名）

• 日本語で日常会話が十分にできない者、学年相当の学習言語が不足し、学習活動へ
の参加に支障が生じている者等に対し、通常授業から取り出したり、通常授業に入
り込んだりして、日本語教育担当教員等が日本語指導を行う。

• 日本語教育講師（ポルトガル語4名、中国語1名、フィリピノ語2名）の派遣を希望
する学校に、日本語教育講師を派遣する。

• 日本語教育講師は、当該校の日本語教育担当教員等の指導のサポートをする。

日本語
初期指導教室
（プレクラス）

各小中学校で
実施される
日本語教室

日本語をほぼ話せない

日本語を少し話せる

プレクラスの課程修了後
在籍校へ

【成果】
・一人一人の日
本語能力に応じ
た指導
・日本の学校生
活に適応し、孤
立化や不登校の
防止
・学校の困り感
の減少

【成果】
・個に応じた日
本語指導・指導
体制の充実
・児童・保護者
の不安軽減
・行事や懇談会
での通訳、文書
の翻訳の効率化

楽しい！


